
『たっち』は、みんなの心や輝きへの「タッチ」を通して、「たちかわ」の地域・家庭・学校が手をつないで、生涯を通じた学びを推進したいという思いを込めて付けた名前です。
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●今号の主な内容
2面	� 松中小学校に特別支援学級「ま

つのみ学級」を開設します／立
川市・大町市姉妹都市中学生サ
ミット

3面	� ネットワーク型の学校経営を進め
ます！／道徳の教科書採択

4面	� 茅葺屋根の葺替え工事を行いまし
た／歴史民俗資料館の事業活動

　子どもの本のフロアをよく利用します。子ど

もと一緒に、のびのびと過ごせるのがいいです

ね。絵本選びはいつも基本図書のリスト※を参

考にしています。

子ども向けの外国語絵本が充実していて良いで

すね。リクエストサービス※で、探している本

の所蔵がなくても取り寄せてもらえるから便利

でうれしいです。

図書館のココが好き

お楽しみいろいろ

　立川市には、約52万冊を所蔵する中央図書館のほか、柴崎・上砂・幸・西砂・多摩川・高松・錦・若葉の８つの地区図書館が
あり、子どもから大人まで楽しめるすてきな本や資料を多数ご用意しています。ぜひ、図書館で本を手に取ってみませんか。

※図書館職員が推薦する子ども向けの本リスト ※図書を購入または他自治体から借用して提供するサービス

　立川市は国立市・昭島市・武蔵村山市・国分寺市・東大和市と図書館の相互利用協定を結んでいるため、

立川市在住の方は、この５つの市の図書館も利用できます。相互利用の方法など、くわしくは各市の図書館

にお問い合わせください。	 問中央図書館☎（528）6800

５つの市の図書館で気軽に本を借りられます

　定期的におはなし会を開催してい

ます。季節にちなんだ会も多数開催。

途中でも入退室ができます。

おはなし会
　春は「ビブリオバトル（知的書評合

戦）」が白熱。中学生・高校生がお

勧めの本の魅力を紹介して競います。

ビブリオバトル
　本の選び方や本の紹介等、本にま

つわるさまざまな講座を開催してい

ます。

各種講座も開催
　年間を通じてさまざまな企画展示

を実施。夏に開催する姉妹都市・長

野県大町市の交流展示も好評です。

さまざまな企画展示

東大和市

国立市

昭島市 国分寺市

武蔵村山市

立川市

東大和市

国立市

昭島市 国分寺市

武蔵村山市

立川市

のびのび
すごせる

テーマ別の
本棚が充実

外国語の
絵本も多数

図書館！だ〜い好き！

中
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書
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書
点
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め
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11
月
14
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17
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金
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臨
時
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し
ま
す
。
ほ
か
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地
区
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書
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お
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館
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受け付け） 問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ

　平成29年７月22日㈯から23日㈰まで、立

川市の姉妹都市である長野県大町市で、「平

成29年度立川市・大町市姉妹都市中学生サ

ミット」が開催され、立川市立中学校の全９

校から計20名の代表生徒が参加しました。

　このサミットは、平成27年度に開催した

第１回サミットで生徒たちが作り上げた「共

同宣言」に基づき、両市の交流を深め、その

交流の成果を各中学校から地域・市民へ発信

していくこと、都市と農村の共存について考

えること等を目的として実施しています。

　平成29年度は「北アルプス国際芸術祭」

開催でにぎわう大町市内の班別見学、大町市

の良さを発見する意見交流会、さらに大町市

教育委員会荒井教育長の講演等により交流を

深め、郷土やまちを愛し、多角的視野を身に

付けた立川市民・大町市民のリーダーの育成

を図りました。

　立川市では現在、20校の小学校のうち６校に、知的障害特別

支援学級を設置しています。中でも、最も通学区域の広い第九

小学校「くわのみ学級」は児童数が年々増加しており、教室の

過密状態や、登下校の負担感などが課題になっていました。

　そこで、平成30年４月より通学区域を分割し、新たに松中

小学校に特別支援学級「まつのみ学級」を開設いたします。校

内や地域をはじめ、皆さまのご理解とご協力をお願いします。

　間もなく開校50周年を迎える本校に、特別支援学級「まつのみ学

級」がいよいよ来春、開設されます。松中小学校の特別支援学級であ

ることと、第九小学校「くわのみ学級」の学区域再編にともなって新

設されることから、「まつのみ学級」と名付けました。

　「まつのみ学級」は、 「一人ひとりの課題に応じた教育と豊かな地域

活動を通して、社会参加と自立の基礎を学ぶ学級」という立川市教育

委員会の方針の下、開設の準備を進めています。特に本校では、交流

及び共同学習に重点を置いた教育活動を全校で実施して、誰もが地域

で活躍し貢献できる将来の人材を育てることを目指します。

　本校のキャッチフレーズは、「学ぶ楽しさ味わって、みんな笑顔の松

中小」です。通常の学級の児童も「まつのみ学級」の児童も互いに学

び合い、互いを高められる教育活動を展開しようと計画をしています。

　立川市立中学校では、全校で5日間の職場体験を進めています。

これまでにも多くの事業所にご協力をいただき事業を進めてきま

したが、生徒を受け入れてくださる事業所が不足しています。中

学生の職場体験はキャリア教育として大変意義のある事業と捉え、

立川市教育委員会は受入事業所の拡大に努めてきました。

　中学生の職場体験に「協力できる」、「興味がある」という事業

所がございましたら教育委員会へご連絡ください。事業概要等に

ついてご説明させていただきます。

◦仕事を体験することにより、�望ましい勤労観や職

業観�を身に付けさせる。

◦学校とは違う社会で学ぶことにより、�社会性やマ

ナー�を身に付けさせる。

◦職場の方々やお客様、利用者等、多くの方々との関

わりを通して�コミュニケーション力�を身に付けさ

せる。

◦中学校２年生において５日間実施する。

◦各校３～４名程度の生徒が、９時～15時を目安と

して体験する。

※日数、人数、時間等、ご都合に合わせられる場合が

ございます。お気軽にお問い合わせください。

問教育支援課☎（527）6171
〒190-0022立川市錦町3-2-26子ども未来センター１階／受付時間：月曜～金
曜日（祝日を除く）午前９時～午後５時

問指導課・内線2134 問指導課・内線2134

2

校長先生からのメッセージ

立川市立松中小学校
校長  福原 憲生

松中小学校に

まつのみ学級
市立小学校では７校目の知的障害特別支援学級

を開設します

立川市・大町市姉妹都市
中学生サミット

中学生の職場体験協力事業所募集

職場体験の目的と概要

目的

概要

姉妹都市中学生交流事業

　特別支援学級では、子どもたちが安心して学習に集中できる

教室環境を整えるとともに、一人ひとりの障害の特性や教育的

ニーズに合わせた指導・支援を行います。見学や体験をご希望

の方、通常の学級から特別支援学級への転学を検討されている

方は、教育支援課までお気軽にお問い合わせください。

一人ひとりの教育的ニーズに合わせた、
少人数での指導・支援を行います。

大町市キャラクター
おおまぴょん

立川市キャラクター
くるりん

た
っ
ち
の
発
行
は
年
3
回
で
す
。
次
号
の
発
行
は
平
成
30
年
2
月
10
日
で
す
。

平成30年4月
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凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の

取
り
組
み

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
と
学

校
が
連
携
・
協
働
し
て
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
地
域
全
体

で
支
え
て
い
く
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。 

「
学
校
支
援
地

域
本
部
事
業
」
と
は
、
地
域
と
学
校

を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
中

心
と
な
り
、
学
校
支
援
活
動
等
の
取

り
組
み
を
通
じ
て
社
会
全
体
の
教
育

力
向
上
及
び
地
域
の
活
性
化
を
図
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
学
校
経
営
を
実
現

す
る
た
め
の
核
と
な
る
事
業
で
す
。

学
校
支
援
地
域
本
部
か
ら
地

域
学
校
協
働
本
部
へ
の
発
展

　
「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
と
は
、

住
民
、
学
生
、
保
護
者
、
P
T
A
、

N
P
O
、
大
学
、
民
間
企
業
、
団

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
　
　
　

学
校
経
営
を
進
め
ま
す
！

域
住
民
と
と
も
に
地
域
課
題
を
解
決

し
た
り
、
地
域
の
行
事
に
参
画
し
て

と
も
に
地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
と

い
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
導
入

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル（
学

校
運
営
協
議
会
制
度
）は
、
学
校
と

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
と
も
に

知
恵
を
出
し
合
い
、
学
校
運
営
に
意

見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
協
働
に
よ
り

支
え
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
」
を
進
め
る
、
法
律（
地
教
行

法
第
47
条
の
6
）に
基
づ
い
た
仕
組

み
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
に
は
保
護
者
や
地
域
住
民
な
ど
で

構
成
す
る
「
学
校
運
営
協
議
会
」
が

設
け
ら
れ
、
学
校
運
営
の
基
本
方
針

の
承
認
や
、
教
育
活
動
な
ど
に
つ
い

て
意
見
を
述
べ
る
と
い
っ
た
取
り
組

み
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

学
校
運
営
協
議
会
の
主
な
役
割
と

し
て
右
記
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
保
護
者
や
地

域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
学
校
運
営
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
た

ち
の
力
で
学
校
を
よ
り
良
い
も
の
に

し
て
い
こ
う
と
す
る
当
事
者
意
識
が

高
ま
り
、
継
続
的
・
持
続
的
に
「
地

域
と
と
も
に
あ
る
、
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
」
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
30

年
度
に
地
域
学
校
協
働
本
部
の
導
入
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
一
部

の
学
校
で
試
行
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

型
の
学
校
経
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　教育委員の平成29年５月から８月までの活動は下
表の通りです。またその他に道徳授業地区公開講座、
各種研修会、運動会等へ参加しています。

　市教育委員会は、平成29年８月24日㈭に開催した第
16回教育委員会定例会において、平成30年度に市立小
学校で使用する「特別の教科	道徳」の教科書を以下の
とおり採択しました。なお、この教科書は原則として平
成31年度までの２年間使用します。
　採択に当たっては、校長先生・PTAの方・市民の方を
委員とする選定検討委員会や教員を部会員とする調査研
究部会を設置し、公平・公正な採択に努めました。

　さまざまな分野で専門的な知識や技能を持つ生涯

学習市民リーダーの皆さんによるアートフェスタ。

音楽＆パフォーマンス（右表）もあります。自治会・
子ども会・PTAなどの地域活動やサークル活動等で

講師等をお探しの方、この機会にぜひご来場くださ

い。企画・運営は生涯学習市民リーダーの会。直接

会場へ場女性総合センター
●作品展示　絵画、水墨画、きりえ、篆

てんこく

刻（はんこ）、

仏像彫刻、食器の絵付け、折り紙など、11人の作品

を展示時11月20日㈪～26日㈰の午前10時（20日は午
後１時から）～午後５時（26日は午後３時まで）

●音楽＆パフォーマンス　草笛・ボディーパーカッ
ション・気功・南京玉すだれ・ギター・クラリネッ

ト・絵本の読み聞かせ・予防運動など時11月25日
㈯・26日㈰午前11時～午後３時30分まで（26日は午

後２時30分まで）

問生涯学習推進センター☎（528）6872

問指導課指導係・内線2488

5月	10	日 第9回教育委員会定例会
5月	12	日 平成29年度立川市立小学校PTA連合会定期総会
5月	13	日 平成29年度立川市立中学校PTA連合会定期総会
5月	29	日 第10回教育委員会定例会
5月	31	日 東京都市町村教育委員会連合会定期総会
6月	7	日 第11回教育委員会定例会

6月	23	日

学校訪問（立川第九中学校）
第12回教育委員会定例会
平成29年度立川市立小学校PTA連合会と教育委
員会との懇談会

6月	29	日 学校訪問（第八小学校）
6月	30	日 第１回総合教育会議

7月	13	日
学校訪問（第三小学校）
第13回教育委員会定例会

7月	27	日 第14回教育委員会定例会
8月	10	日 第15回教育委員会定例会

8月	24	日
第16回教育委員会定例会
東京都立多摩図書館視察

教育委員の活動を紹介します

活動実績（平成29年５月〜８月）

体
・
機
関
等
の
幅
広
い
参
画
を
得
て
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や

成
長
を
支
え
る
と
と
も
に
、「
学
校
を

核
と
し
た
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し

て
、
地
域
と
学
校
が
相
互
に
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
連
携
・
協
働
し
て
行
う

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で
す
。
市
教
育
委

員
会
で
は
「
学
校
支
援
地
域
本
部
事

業
」
の
体
制
を
基
盤
と
し
て
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
強
化
、
よ
り
多

く
の
地
域
住
民
等
の
参
画
に
よ
る
多

様
な
活
動
の
実
施
、
活
動
の
継
続

的
・
安
定
的
実
施
を
目
指
し
て
、「
地

域
学
校
協
働
本
部
」
へ
と
発
展
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
地
域
に
よ
る
学
校
を

「
支
援
」
す
る
一
方
向
的
な
活
動
か

ら
、
地
域
と
学
校
が
目
標
を
共
有
し

て
行
う
双
方
向
の
「
連
携
・
協
働
」

型
の
活
動
の
充
実
に
向
け
て
、
例
え

ば
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
に
出
て

行
っ
て
郷
土
学
習
を
行
っ
た
り
、
地

音楽 & パフォーマンス　　場女性総合センター１階　健康サロン

日程 11月25日㈯ 11月26日㈰

午前11時～
●ギター（演奏）　時午前11時～正午師松
下克さん

●リズムで脳トレボディーパーカッション　
時午前11時～正午師渡辺彩子さん

正午～
●ヨボウ体操で痛みのない生活を　時正午
～午後１時師金城祐也さん

●楽しい草笛（演奏）　時正午～午後０時
30分師河津哲也さん

●楽しい養生気功（実演）　時午後０時30
分～１時師新原英子さん

午後１時～３時

●絵本の楽しみ（読み聞かせ）　時午後１
時～１時30分師梅田亜希子さん

●絵本の楽しみ（読み聞かせ）　時午後１
時～１時30分師梅田亜希子さん

●南京玉すだれ（実演）　時午後１時30分
～２時15分師篠原美津子さん

●楽しい草笛（演奏）　時午後１時30分～
２時師河津哲也さん

●女性護身法（実演）　時午後２時15分～
３時師川合宣雄さん

●楽しい養生気功（実演）　時午後２時～
２時30分師新原英子さん

午後３時～３時30分
●クラリネット（演奏）ほか　時午後３時～
３時30分師渡部調匡さん

第11回 たちかわ市民講師フェア

3

　

平成30年度に市立小学校で使用
する「特別の教科 道徳」の教科
書を採択しました

●
校
長
が
作
成
す
る
学
校
運
営

の
基
本
方
針
を
承
認
す
る

●
学
校
運
営
に
関
す
る
意
見
を

教
育
委
員
会
ま
た
は
校
長
に

述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

●
教
職
員
の
任
用
に
関
し
て
、

教
育
委
員
会
規
則
に
定
め
る

事
項
に
つ
い
て
、
教
育
委
員

会
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
る

科目 特別の教科	道徳

発行者 東京書籍株式会社

教科用図書の書名 新しい道徳　１～６

　



立川市教育だより平成29年（2017年）11月10日

●地域のくらし体験
　古民家園では、地元の農家の方を講師

に招き、麦やさつま芋などの昔から地域

で育てていた作物の収穫体験を行ってい

ます。また、資料館ではボランティア団

体と協働でかつて地域で盛んであった養
よう

蚕
さん

や機
はた

織りに関する体験イベントを開催

しています。

●季節に合わせた年中行事
　資料館や古民家園では、桃の節句や端

午の節句、七夕飾りなど、季節に合わせ

て、市民から寄贈されたひな人形や五月

人形などの展示や装飾をしています。ま

た、古民家園の畑で収穫した作物を使っ

て、十五夜飾り、もちつき、うどん作り、

繭
まゆだま

玉飾りなど、郷土の風習を知る体験学

習を行っています。日和のいい春や秋に

は、古民家園で茶たてを行っています。

●小学校社会科学習の支援活動
　「地域のくらし」の体験をテーマに、

唐
とう

箕
み

などの昔の農機具や、洗濯板やおひ

つなどの昔の生活道具を貸し出して解説

する、小学校社会科学習の支援活動を

行っています。

　歴史民俗資料館と古民家園では、地域

の歴史や生活文化を学び体験できる催し

や学習活動を行っています。
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崎
分
水
は
、
立
川
・
昭
島
の
市
境
付
近
を

南
東
方
向
に
向
か
っ
て
流
れ
た
の
ち
、
旧

立
川
基
地
跡
地
昭
島
地
区
・
昭
和
記
念
公

園
内
に
入
り
ま
す
。
道
路
の
拡
張
な
ど
に

よ
っ
て
、
柴
崎
分
水
は
蓋ふ

た

を
さ
れ
暗あ

ん

渠き
ょ

に

な
っ
て
し
ま
っ
た
箇
所
が
多
い
の
で
す
が
、

旧
立
川
基
地
内
に
入
る
手
前
、
東
文
化
通

ま
で
は
比
較
的
長
く
開
渠
が
残
っ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
旧
立
川
基
地
内
で
二
手
に

分
か
れ
、
ひ
と
つ
は
柴
崎
村
へ
、
も
う
ひ

と
つ
は
北
立
川
を
へ
て
芋
窪
新
田
に
向
か

っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
記
念
公
園
内
を
抜

け
る
と
旧
柴
崎
村
に
入
り
、
富
士
見
町
・

柴
崎
町
・
錦
町
を
流
れ
ま
す
。
江
戸
時
代

の
柴
崎
村
の
中
心
は
、
諏
訪
神
社
の
南
側

で
、
現
在
の
柴
崎
町
や
富
士
見
町
に
当
た

り
、
集
落
は
台
地
上
に
広
が
っ
て
い
た
の

で
、
柴
崎
分
水
は
縦
横
に
走
っ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
暗
渠
に
な
っ
た
区
間
が
多
い
の

で
す
が
、
開
渠
に
な
っ
て
い
る
区
間
を
手

掛
か
り
に
、
分
水
に
沿
っ
て
歩
き
昔
の

人
々
の
暮
ら
し
を
し
の
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

明
治
22
年（
1
8
8
9
）に
甲
武
鉄
道

（
現
中
央
線
）の
立
川
〜
八
王
子
間
が
開
通

し
た
時
、
2
か
所
で
柴
崎
分
水
を
横
切
り

ま
し
た
。
こ
の
区
間
は
掘
割
で
建
設
さ
れ

た
の
で
、
分
水
は
分
断
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
１
か
所
は
冒
頭
に
書
い

た
地
点
で
、
木
製
の
橋（
山
中
陸
橋
）と
樋

を
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
南
に
陸
橋
が

移
動
し
、
樋
だ
け
に
な
り
、
い
つ
頃
か
は

不
明
で
す
が
、
後
に
樋
も
鉄
製
に
交
換
さ

れ
ま
し
た
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
「
立
川
の
水
路

を
探
る
〜
玉
川
上
水
か
ら
緑
川
ま
で
〜
」

を
12
月
10
日（
日
）ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
柴
崎
分
水
や
玉
川
上
水
、

砂
川
分
水
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ご

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。

　

今
年
の
1
月
末
に
、
中
央
線
を
跨ま

た

ぐ
鉄

製
の
樋と

い

を
鋼
管
に
取
り
換
え
る
工
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
樋
に
は
柴
崎
分
水
が
流
れ

て
い
ま
し
た
が
、
老
朽
化
の
た
め
、
鋼
管

に
変
更
さ
れ
た
の
で
す
。
工
事
に
伴
い
中

央
線
の
上
を
水
が
流
れ
る
光
景
は
見
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

柴
崎
分
水
は
玉
川
上
水
か
ら
引
か
れ
て

お
り
、
玉
川
上
水
に
架
か
る
松
中
橋
の
西

側
か
ら
根
川
緑
道
ま
で
流
れ
て
い
ま
す
。

玉
川
上
水
は
江
戸
の
人
々
の
飲
み
水
を
確

保
す
る
た
め
に
、
羽
村
堰せ

き

か
ら
四
谷
大
木

戸
ま
で
掘
ら
れ
た
水
路
で
、
承
応
3
年

（
1
6
5
4
）に
通
水
し
ま
し
た
。
後
に
多

く
の
分
水
が
引
か
れ
、
水
が
乏
し
か
っ
た

武
蔵
野
の
村
々
に
飲
料
水
や
農
業
用
水
を

提
供
し
ま
し
た
。

　

玉
川
上
水
が
で
き
て
か
ら
お
よ
そ
1
5

0
年
後
の
寛
政
3
年（
1
7
9
1
）に
書
か

れ
た
『
上
水
記
』
に
よ
る
と
、
柴
崎
分
水

は
元
文
2
年（
1
7
3
7
）に
開
削
さ
れ
ま

し
た
。
分
水
口（
取
入
口
）は
上
川
原
村

地
先（
現
昭
島
市
）で
、
長
さ
は
1
里
半（
約

6
k
m
）、
柴
崎
村
と
芋
窪
新
田
が
利
用

し
て
い
ま
し
た
。
柴
崎
村
は
現
立
川
市
の

南
半
分
に
当
た
り
ま
す
。
芋
窪
新
田
は
芋

窪
村（
現
東
大
和
市
）の
人
の
手
に
よ
っ
て

開
発
さ
れ
、
栄
町
の
一
部
に
当
た
り
ま
す
。

　

松
中
橋
の
西
側
に
柴
崎
分
水
取
入
口
が

あ
り
ま
す
。
玉
川
上
水
か
ら
分
岐
し
た
柴

柴
崎
分
水中央線を跨ぐ柴崎分水（改修前）

34

歴史民俗資料館の事業活動

　

川
越
道
緑
地
古
民
家
園
で
は
、
砂
川
地

域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
歴
史
的
な
建
造
物

「
小
林
家
住
宅
」（
市
指
定
有
形
文
化
財
）

と
「
須
﨑
家
内
蔵
」（
市
指
定
有
形
民
俗
文

化
財
）を
移
築
復
元
し
、
保
存
と
公
開
を

図
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
あ
る
建
造
物
を
保

存
す
る
に
は
定
期
的
な
修
復
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
一
環
と
し
て
今
年
４
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
、 「
小
林
家
住
宅
」
茅
葺
屋

根
の
葺
替
え
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
工
事
で
は
傷
み
の
な
い
内
側
の

茅
は
そ
の
ま
ま
に
、
主
に
南
面
、
西
面
の

表
層
の
傷
ん
だ
茅
を
手
作
業
で
葺
き
替
え

ま
し
た
。
材
料
と
な
る
茅
は
富
士
山
麓
か

ら
調
達
し
、
工
法
は
地
域
に
残
る
民
家
の

茅
葺
屋
根
の
意
匠
や
伝
統
的
な
葺
き
方
を

可
能
な
限
り
踏
襲
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
文
化
財
の
修
復
で
は
材
料
の
調
達
や

熟
練
し
た
職
人
の
確
保
が
年
々
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
先
人
た
ち
が
築
き

大
切
に
遺の

こ

し
て
き
た
文
化
財
を
保
存
し
次

世
代
へ
伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
カ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

茅
葺
屋
根
の
工
事
に
関
連
し
て
、
古
民

家
園
で
は
12
月
24
日（
日
）ま
で
「
古
民
家

園
屋
根
葺
替
え
工
事
写
真
展
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
11
月
23
日（
木
・
祝
）

に
は
同
園
内
で
茶
た
て
を
行
い
ま
す
。
秋

空
の
も
と
、
黄
金
色
に
輝
く
茅
葺
き
の
屋

根
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

茅
か　や

葺
ぶ　き

屋根の葺替え工事を行いました

東大
和市
駅

玉川上水駅

砂川
七番駅

西武拝島線玉川上水

四中 幸町団地

五日市街道

平成新道

立
川
通
り

多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル

川越道緑地古民家園

砂川八番
砂川九番

小川橋

立川四中東

古民家園入口

▶所在地＝幸町４―65▶開園時間＝午前９時～
午後４時30分▶休園日＝月曜日（祝日の場合は翌
日）、12月29日～１月３日▶入園料＝無料▶駐車
場＝６台（普通自動車のみ）

古民家園「小林家住宅」の修理

川越道緑地
古民家園

問い合わせ　歴史民俗資料館☎（525）0860


